
専門医について

LSIR療法学会は 2005年 より■門ズ 指導医市1度を導入しました
0円には LSTR 3Mix MP H法 の治療技術が一定水準に連していることを本学会が認めた資格であり 指導医は
LSTR 3M x MP療 法を占科医師やコデンタルスタッフにlu‐導出来る者を指します

LSTR 3Mix MP療法には 口lT・細市学や内千
`描
科治療など 歯学の■礎 臨床のよい知証とirrlが必要で 高い

知識と腋密な技術が求めら7■ます

ISTR療法学会の31Nli、 MP法専円医 指導L認定基準 (専円医認定市Ittll.llに 従う)

説項

受験資格

試験形式

記定期間

審査

専門医

専門医 ,次の 2項 目を満たすこと

●3Mx MP法実習セミナー基礎コースの受講者

● LSTR療法学会入会後引き続き3年以上経過した者

又は CDRG友の会入会後引き続き5年以上経過した者
指導医

●認定審議会のlE薦を得た者

●筆記試験 (毎年LST日 療法学会学術集会の日程に行う )

●実技試験 (毎年LSTn療法学会学 II集会の日程に行う )

O LSTR療法学会学411集会での成功症例のプレゼンテーション1回以上

0成功症例の提出 (411前 術直後,術後 1年以上のX線写真)
内容は別に定める

指導医

●試問

3千円

上記の試験の合格者に対 し LSTR療法学会会長が LSTR 3M� MP療法専門医 指導医認
定書を交付じ 指導医,専門医として登録し オフィシャルサイト上に公開する

し,更新の際には手続きを必要とする

CDRG友の会の退会と共に資格を失う
専門医は 5年間と

LSTR療法学会

LSTR療法学会認定審議会が行う

登録料 3万円 (専門ERI)

″ LSlR■二十会社誌2100



専門医認定試験要項

専円医の資ltuを得ようとする者は 専門医認定試験に合格しなければならない

試験科目

1 筆記試験および実技試験
●基礎問題 :LSTR 3Mix MP法 の施術にあたり必要な知識
●臨床「月題

2 LSTR療法学会学術集会での成功症171のブレゼンテーション
3 成IJ症
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症 例

Save pu p療法 OX線写真フィルム
術前

術直後 またはそれに近いもの
術後 1年以上経過 し 治癒が判断できるもの
②カルテの抜粋

3症例

3症例

3症例

CR」耐ay直接法

n級曽洞

V級自洞

V級曽洞

周 上

一∃
到

一
―

同 上

同上

SEP

Pul 同上

1症例 向上
「
「

下
~¬
2,i夕」

2症例

2症例

0術前X線写真フィルム
術後X線写真フィルム

②口腔内写真

術前

術直後 またはそれに近いもの

術後 1年以上経過
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